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１ 東京とは 

２ 首都東京にふさわしい将来の水道システムの考え方 

３ 東京水道の抱える課題と進むべき方向 
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東京都水道局

首都東京にふさわしい将来の
水道システムを考える会

（第２回）

平成１８年４月４日

東京都水道局

プレゼンテーション資料

１ 東京とは

２ 首都東京にふさわしい

将来の水道システムの考え方

３ 東京水道の抱える課題と進むべき方向
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東京とは

東京都水道局

東 京 と は

東京とは

東京都水道局

国政機能の集積

出典：参議院ＨＰ

国会議事堂

最高裁判所

首相官邸
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東京とは

東京都水道局

東京都の経済規模
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東京とは

東京都水道局

「行財政改革の新たな指針（Ｈ１７．１１知事本局発表）」資料

資本金１億円以上の企業本社の分布
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東京とは

東京都水道局

東京都への流入人口

出典：平成12年国勢調査（総務省）
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流出人口 49万人

昼間人口 1,467万人

―

東京とは

東京都水道局
出典：総務省「社会生活指標」2004データ
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東京とは

東京都水道局

外資系企業分布

「行財政改革の新たな指針（Ｈ１７．１１知事本局発表）」資料

東京とは

東京都水道局

国際コンベンション開催件数上位７都市
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東京とは

東京都水道局

外国人旅行者訪問率
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56.5

外国人旅行者訪問率

出典：国際観光振興会「2001-2002訪日外国人旅行者調査」

外国人旅行者訪問率

東京とは

東京都水道局

大学数上位７都市
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東京とは

東京都水道局
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東京とは

東京都水道局

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

                     

               

  

東京とは 

 

  

１ 政治・経済の
中心地

６ 文化の継承・
流行の発信地 

５ 学校・教育機関 
の集積地 

４ 社会資本の
高密度な集積地 

２ 人口が集中 
する大都市 

３ 国際都市 

 

 

・ 首都としての機能集積 
・ 1200 万人都民の生活都市 

少子高齢化社会の加速 

成熟社会の到来

環境問題の深刻化 

国際化の進展と 

 国際社会における責任 
求められる危機管理 
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首都東京にふさわしい将来の水道システムの考え方

５ わかりやすく親しみやすい水道

３ 次世代につなげる水道

４ 地球環境に配慮した水道

６ 水道界をリードする水道をめざして

１ 豊かな暮らしを支える水道

２ 断水につよい高水準な水道

広域連携

異物混入対策（テロ等）

水道施設の更新・機能強化

浄水施設能力の確保

施設の効率的・安定的な運転管理

地球温暖化対策

省資源・リサイクル

震災対策

事故時のバックアップ

水源の確保

お客さまへの情報の発信

給水サービスの向上

水道施設のイメージアップ

国内外への情報の発信

新技術の開発・採用

水道技術の継承、研修

水源林の保全

貯水槽水道対策

安全でおいしい水の供給

首都東京の機能を支える水道

Ｂ

都民生活を支える水道
Ａ

東京の特徴

Ｄ

Ｃ

東京とは

進むべき方向の検討

「具体項目」東京水道の将来を考えるに

当たっての基本的視点

「首都東京にふさわしい将来

の水道システムのあり方」

東京都水道局

東京水道の抱える課題と進むべき方向

３ 次世代につなげる水道

１ 豊かな暮らしを支える水道

２ 断水につよい高水準な水道

水道施設の更新

浄水施設能力の確保

施設の効率的・安定的な運転管理

異物混入対策（テロ等）

震災対策

事故時のバックアップ

水源の確保

水源林の保全

貯水槽水道対策

安全でおいしい水の供給

Ｄ
進むべき方向の検討

「具体項目」
Ｃ

東京水道の将来を考えるに

当たっての基本的視点

水道施設の更新・機能強化

浄水施設能力の確保

施設の効率的・安定的な運転管理
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安全でおいしい水の供給

東京都水道局

【現 状】

・利根川水系浄水場への高度浄水処理の導入

・自動水質計器等による給水栓水質管理の強化

【課 題】

・水道原水としては改善が十分でない利根川水系の

原水水質

・お客さまの水道水離れ

・水質管理のさらなるレベルアップへの対応

１ 豊かな暮らしを支える水道

安全でおいしい水の供給

浄水場

配・給水

管理点
東京都水道局

自動水質計器を活用した

給水栓を中心とした水質管理

水源

１ 豊かな暮らしを支える水道

～水源から蛇口までの

きめ細かな水質管理～

凡 例
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安全でおいしい水の供給

【方向性】

・利根川水系浄水場における高度浄水処理の

全量導入

・残留塩素の低減化

・直結給水方式の普及促進

・原水水質の良好な上流からの取水

・水源から蛇口までの包括的で高水準な水質

管理手法の導入（水安全計画等）

・新たな浄水処理フロー（膜ろ過処理）の検討
東京都水道局

１ 豊かな暮らしを支える水道

貯水槽水道対策

東京都水道局

【現 状】

・Ｈ14年度の水道法改正を受け、貯水槽水道へ関与

【課 題】

・貯水槽水道の管理不備よる水質劣化
・学校における水道水への信頼低下
・ 水道事業者による指導上の制約

１ 豊かな暮らしを支える水道
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貯水槽水道対策

水道法上の水道事業者と衛生行政との関係

東京都水道局

 
 

                   
               
 
                    

                                              

 
               

利 用 者 

 

貯水槽水道設置者

（貯水槽水道設置・廃止等の 

届出、管理基準等の遵守、 

法定検査の受検） 

 

水 

道 

事 

業 

者 

法令等による

規制、改善指

示、改善措置 

(給水停止命令） 

供給規定に基
づく指導・助
言等 

 
衛

生

行

政

連 携 

１ 豊かな暮らしを支える水道

貯水槽水道対策

東京都水道局

【方向性】

・有効容量１０ｍ３以下の貯水槽水道に対する直

結給水の普及促進

・学校の給水設備への直結給水の導入促進

・ 水道事業者による貯水槽水道への関与強化

１ 豊かな暮らしを支える水道
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水源林の保全

東京都水道局

１ 豊かな暮らしを支える水道

【現 状】

【課 題】

・水道水源林管理計画による管理

・多摩川水源森林隊による民有林の保全活動

・上下流交流事業の実施

・長期間を要する豊かな森づくり

・十分に認識されていない水源林の役割

・シカによる森林の食害と民有林の荒廃

水源林の保全

東京都水道局

シカによるモミの食害 シカによる植栽木の被害

間伐されていない森林 裸地化した森林

１ 豊かな暮らしを支える水道
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水源林の保全

東京都水道局

【方向性】

・水源林の計画的かつ継続的な保全

・多くの人々に親しまれる水源林の実現

（積極的なＰＲ）

・多様な主体との連携による豊かな森づくり

１ 豊かな暮らしを支える水道

震災対策

【現 状】

【課 題】

・耐震化の推進

・一定の耐震水準確保

・首都直下地震対策大綱への対応

・水源から蛇口までの連続性に留意した耐震化の確保

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道
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震災対策

◆首都中枢機能の継続性確保

⇒ ライフラインの多重化・拠点施設の耐震化

◆ ３次医療機関等人命に関わる重要施設への対応

⇒ 供給ラインの重点的耐震化

⇒ 被災時における機能確保のための施設の多重化・分散化

首都直下地震対策大綱（平成１７年９月）

ライフライン事業者に求められる施策

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道

震災対策

【方向性】

・３次医療機関や首都中枢機関に関わる水道施設
の耐震化を優先

・水源から蛇口までの連続性に配慮した、水道施
設の耐震性強化

・浄水場では、着水井から配水池までの処理系列
の連続性に配慮した、耐震性強化

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道
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事故時のバックアップ

東京都水道局

【現 状】

【課 題】

・給水所整備

・送水管ネットワーク構築

・給水所の広大な配水区域と偏在

・配水池容量の不足

・送水管ネットワークが一部未整備

２ 断水につよい高水準な水道

事故時のバックアップ

0
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第

一

城

南

和

田

堀

（千件）

東京都水道局

給水所整備

城北線

金 町

第一城南 和田堀

給水所整備

給水所の新設
（大谷口）およ
び周辺給水所
の配水区域の
再編により分割

給水所を整備し、
配水区域を分割

配水区域別給水件数
（H16年度末時点）

給水所整備

世田谷東部高台地区
に給水所が未整備

全体の約５割の
給水件数

北区低地地区に
給水所が未整備

蒲田・羽田地区に
給水所が未整備

２ 断水につよい高水準な水道
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東村山浄水場系
配水区域

朝霞浄水場系
配水区域

小作浄水場系
配水区域

P

P

P

浄水場

給水所

増圧ポンプ所

送水管

多摩丘陵幹線（既設）

多摩丘陵幹線（施工中）

P

事故時のバックアップ

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道

事故時のバックアップ

【方向性】

・給水所整備や送水管ネットワークの構築を推進
し、事故時のバックアップ機能を強化

・３次医療・首都中枢機能の継続性確保に配慮し
たバックアップ施設の整備を優先

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道
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異物混入対策（テロ等）

【現 状】

【課 題】

・浄水場のろ過池への覆がい推進

・逆流防止機能を有していない給水装置

・ろ過池以外への異物混入

・給水栓から配水管への異物混入

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道

異物混入対策（テロ等）

【方向性】

・浄水場の上部が開放されている施設（沈でん池
等）への覆がい

・浄水場からの緊急排水の検討

・給水装置における逆流防止機能の付加

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道
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【現 状】

【課 題】

・都が確保している水源は、日量６２３万ｍ３

（利根川系７８％、多摩川系１９％、相模川等３％）

・その他に多摩地区の地下水など日量４０万ｍ３程度

（将来にわたる安定的な取水は困難）

・課題を抱える水源、日量８２万ｍ３の存在

・首都として、十分な水源量を確保していない

（計画利水安全度１／５、安定供給水量２割程度低下）

水源の確保

東京都水道局

２ 断水につよい高水準な水道

300

400

500

600

700

現在の水源量 将来需要量

実際の
供給能力

(万m
3
/日)

６８０

６２３
６００

少雨傾向により、利根川
の実際の供給能力が低下
（約２割減）

将来の水源量(施設完成後)

水源の確保

東京都水道局

将来水源量の見込み

２ 断水につよい高水準な水道
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水源の確保

東京都水道局

【方向性】

・首都東京にふさわしい利水安全度の確保

・課題を抱える水源の課題解消

・多摩地区の地下水等の活用に関する検討

２ 断水につよい高水準な水道

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道

【現 状】

・需要拡大に応じた施設整備

・経常的な能力低下

【課 題】

・浄水施設更新時の供給能力の不足

・水質事故等浄水場停止時の供給能力の不足

浄水施設能力の確保
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浄水施設能力の確保

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道

700

600

500

400

300

（万ｍ3/日）

施設能力

６８６

将来需要量

６００

経常的な
能力低下

供給能力の実態

供給能力

（現状）

【方向性】

・将来需要である日量６００万ｍ3の供給能力の確保

・更新時の予備力を考慮し、現在保有する施設能力
日量６８６万ｍ3の確保

・既存施設の施設能力の回復

浄水施設能力の確保

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道
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水道施設の更新・機能強化

【現 状】

【課 題】

・砧浄水場への膜ろ過導入

・老朽管路の取替推進

・設備機器の安全性・効率性向上

・大規模更新時における安定給水の継続

・停止困難な施設の代替機能

・施設の老朽化の定量評価

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道

水道施設の更新・機能強化
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全体の７割

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道
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浄水場・給水所の更新例

・耐震水準の確保（鋼製ドーム型）

・配水池容量の増強

（4.0万m３ ⇒ 5.0万m３）

能力増を伴う全面リニューアル

・施設の老朽化

・配水池容量の増強

（2.1万m３ ⇒ 8.0万m３）

・施設の老朽化

・原水に適した浄水処理の採用

・運転管理性の向上

旧施設

Ｈ１３年 （35年経過）Ｈ８年 （100年経過）Ｈ１７年 （74～81年経過）更新着手

能力増を伴う全面リニューアル緩速ろ過を膜ろ過方式に変更

更新の
主な理由

砧：Ｓ６年、砧下：Ｔ１３年

砧浄水場・砧下浄水所

更新

Ｓ４１年Ｍ２９年築造年

小右衛門給水所芝給水所施設名

３ 次世代につなげる水道

老朽管路の取替経緯

取替対象
（ｋｍ）

Ｓ４８

石綿セメント管 2,400

77km 487km # # ###

経　年　管 8,090

導入初期
ダクタイル管

2,600

Ｈ３０
Ｈ１６
（現在）

Ｈ２５Ｈ１０

Ｓ４８～
取替事業化

Ｈ２５
完了予定

Ｓ４８～
取替事業化

Ｈ１４
区部完了

Ｈ１９ 多摩
完了予定

Ｈ１６～
取替事業化

Ｈ３０ 優先路線
完了予定

Ｈ１４～
Ｋ０プロジェクト

解消率
９４％

３ 次世代につなげる水道
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液化塩素
注入設備

次亜塩素酸
ナトリウム
注入設備

◆作業員の安全確保
◆維持管理性向上

更 新 前 更 新 後 更新コンセプト

設備機器の更新 ～機能変更・効率化などによる更新例～

粉末活性炭
注入設備

（ウエット炭）

粉末活性炭
注入設備
（ドライ炭）

◆浄水処理確実性向上
◆維持管理性向上

水道施設の更新・機能強化

【方向性】

・更新時期に先立ち、必要なバックアップ施設の
整備

・水道施設の劣化状況等を定量的に把握・評価し、
計画的に維持管理・更新を実施（アセットマネ
ジメント）

・更新の集中を回避するため、長寿命化などに
よる平準化

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道
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施設の効率的・安定的な運転管理

【現 状】

【課 題】

・給水所の安定運用

・多摩地区施設の集中管理

・浄水管理が複雑化

・経験豊かな職員の減少

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道

施設の効率的・安定的な運転管理
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技術系職員の年齢構成

歳

人

東京都水道局

５０歳以上の
職員が４４％
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施設の効率的・安定的な運転管理

【方向性】

・維持管理容易な施設の整備
（砂ろ過の代替として膜ろ過処理など）

・事故等の非常時においても給水を維持できる水道
システムの構築

東京都水道局

３ 次世代につなげる水道
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